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 研究要旨：本研究では、感染症リスクコミュニケーション推進のため

の資料の作成を行った。特に、短い時間でも理解ができるような専門

家向けの資料や、啓発用の教材の作成に主眼を置いた。本年度の成果

として、次の 3 つを得た。①感染症の専門家が、リスクコミュニケー

ションを行うにあたって必要となるコミュニケーション心理学の基礎

知識を啓発する資料を作製した。②特に危機的な状況におけるクライ

シスコミュニケーションの手引きを、感染症のクライシスに適合する

ように作成した。③食品由来の感染症のリスクコミュニケーションを

学ぶための教材オを作成した。 

 

Ａ．研究目的  

 本研究では、感染症リスクコミュニ

ケーション推進のための資料の作成を

行った。特に、短い時間でも理解がで

きるような専門家向けの資料や、啓発

用の教材の作成に主眼を置いた。 

 

Ｂ．研究方法  

 感染症リスクコミュニケーションの

事例の検討、および文献の検討を通し

て、感染症の専門家向けのリスクコミ

ュニケーションの資料作成を行った。

その際、感染症の専門家からのニーズ、

また現場での活用方法について、専門

家からヒヤリングを行いながら、実施

した。 

 

(倫理面への配慮) 

ヒトを対象とする調査及び実験の実

施にあたっては、行動科学研究の世界

標準であるアメリカ心理学会の倫理規

定を遵守する。ただし、本年度は、こ

の倫理規定の適用の対象となる調査ま

たは実験は実施していない。 

 

Ｃ．研究結果 

本年度の成果として、次の3つを得た。

①感染症の専門家が、リスクコミュニケ

ーションを行うにあたって必要となる

コミュニケーション心理学の基礎知識

を啓発する資料を作製した。②特に危機

的な状況におけるクライシスコミュニ

ケーションの手引きを、感染症のクライ

シスに適合するように作成した。③食品

由来の感染症のリスクコミュニケーシ

ョンを学ぶための教材を作成した。 

 

（1）コミュニケーション心理学の基礎

知識 

 特にコミュニケーション手法に焦点

を置いて、14ページの簡易なパンフレッ

トを作成した（資料1参照）。それらの

技法には実証研究の裏付けがあること
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がよくわかるように、具体的な研究成果

についても解説を行った。また、読みや

すい日本語の文献も掲載することを心

がけた。 

  

 

(2)感 染 症 ク ラ イ シ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョンの手引き 

アウトブレイクなどの感染症危機の

発生時に行うクライシスコミュニケー

ションについて、14 ページの簡易なパ

ンフレットにまとめた。危機発生時の

クライシスコミュニケーションで重要

な点は多いが、このパンフレットでは、

専門家が失敗しやすいコミュニケーシ

ョン上の留意点を中心にまとめた。 

（3）食品由来の感染症のリスクコミュ

ニケーションを学ぶ教材 

 平成 25 年 1 月に発生した、ノロウィ

ルスによる浜松市での大規模食中毒事

件を受けて、同種の食中毒事件におけ

るリスクコミュニケーションを学べる

カード教材を作成した。30 分程度で実

施できる簡易な教材であるが、危機時

における情報共有についても体験的に

学べるものとなっている。 

 

Ｄ．考察 

 いずれの資料および教材も、関係各

所に配布し、短期的な評価ではあるが、

肯定的な評価を得た。今後は、さらに

配布先を広げ、成果を普及していくこ

とが重要であると考えられる。 

   

Ｅ．結論 

当初の計画通り研究が進行した。い

ずれの資料も、使用する人や場面が広

がるにつれて、修正する必要が出てく

るが、それらについては順次対応して

いき、必要な修正を加えていく。 

 

F.健康危険情報 

 該当なし 

 

Ｇ．研究発表 

1．論文発表 

 該 当 な し  

2．学会発表 

 該当なし 

 

Ｈ. 知的財産権の出願・登録状況 

１. 特許取得 

  なし 

２. 実用新案登録 

  なし 

３. その他 

  なし 

 


